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１．目的
社会福祉従事者の専門領域は，ソーシャルワーカー，ケアワーカー，保育士，ケアマネージャー
など，多くの職種に分類され業務内容はそれぞれの専門性が必要とされる．このような社会福
祉に携わる専門職のストレスの高さについては，既存の研究からもうかがうことができる．し
かし，その多くが各領域別に調査研究がなされている．社会福祉従事者でも分野ごとに，それ
ぞれ業務上の特質がある．そこで，職種によって，職場ストレスやコーピングに違いがみられ
るのではないかと仮定し，ストレス関連指標やコーピング指標を同一尺度で測定することで，
職種別比較を行なうことを目的とした．
さらに，ストレッサーとストレスとの関連を分析することで，社会福祉従事者はどのような
ストレッサーが影響しているのかについて明らかにしたい．
２．方法
本調査の対象は，協力が得られた22病院（同一医療法人内の老人保健施設など関連施設を含
む）の従事者169人，および福祉施設の従事者（同一法人３施設と関連事業含む）105人と，行
政機関の従事者23人の合計297人で，いずれも社会福祉分野の専門職として従事するものとした．
社会福祉従事者の内訳は，ソーシャルワーカー，ケアマネージャー・介護保険関連業務（以
下，ケアマネージャーとする），保育士・児童指導員（以下，保育士とする），ケアワーカーで
ある．
調査実施期間は2004年２月～３月と2004年10月～11月．訪問留置法と郵送法による調査を実
施した．
職業性ストレスを測定する調査票には，信頼性と妥当性が検証されているNIOSH（National
Institute for Occupational Safety and Health）職業性ストレス調査票 iの，原谷による短縮
版を用いた．この調査票は，ストレスに関連するストレッサー，ストレス反応，個人要因，緩
衝要因など多くの因子が含まれている．具体的な調査項目は，仕事のストレッサーとして量的
労働負荷・労働負荷の変動・認知的要求・仕事のコントロール・技能の低活用・人々への責任・
対人葛藤（グループ内，外）・役割葛藤・役割の曖昧さ・仕事の将来の曖昧さ・雇用機会・物理
的環境があげられており，緩衝要因としては上司・同僚・家族や友人などの社会的支援，仕事
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外の要因については仕事外の活動がある．また，個人要因としては自尊心，ストレス反応とし
ては職務満足感・抑うつ・身体的自覚症状といった項目が対応している．
さらに，NIOSH職業性ストレス調査票は，多様な職種に使用できる一般的なストレッサーを
評価しているので，職種特有のストレッサーについては別の項目を加えて調査することも可能
であり，社会福祉領域の職種間比較においては領域ならではの特性があり、調査項目の追加は
意義があると考えた．従って，働きがい・必要な人材の確保・労働にみあう賃金・仕事の適正・
自己能力の評価・社会的評価・利用者との関係性など，筆者による14項目の業務特性を追加し，
調査を行った．
また，コーピング方略尺度に関しては，ラザルスの提唱する心理的ストレスの成立条件を踏
まえてコーピング方略を測定・評価している，小杉（2000）によるコーピング方略尺度iiを用い
て行った．この尺度は，「積極的な問題解決」「他者からの援助を求める」「逃避」「諦め」「行動・
感情の抑制」の５尺度31項目から構成されており，妥当性の検討や信頼性も検証されている．
これらの指標を用いて，社会福祉従事者の職場ストレスとコーピングの職種別比較を行った．
３．結果
解析はSPSSを用いて，ストレス・コーピングの調査結果を職種別に一元配置分析による分散
分析および多重比較を行った．
１）基本属性
男女の内訳は，図１に示すように，男性85人，女性212人の合計297人．平均年齢は34.25（標
準偏差±11.09）歳であった．図２は，業界別の職種内訳である．
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２）ストレスとコーピングの職種間比較
表１は，ストレス・コーピングと職種の記述統計である．調査の結果は，表２に示すように，
職種間において，仕事のストレッサーは，仕事のコントロール・役割葛藤・雇用機会・業務上
の危険が，緩衝要因としては上司・同僚の社会的支援に有意差がみられた．また，多重比較で
は，仕事のコントロールは，ソーシャルワーカーが，ケアワーカーに比べ高く，役割葛藤につ
いてもソーシャルワーカーは，ケアマネージャー，ケアワーカーと比較して高いという結果が
得られた．雇用機会に関しては，ソーシャルワーカーがケアマネージャーより高く，ケアマネー
ジャー，ケアワーカーは保育士より低かった．業務上の危険では，ケアワーカーがケアマネー
ジャーに比べて高かった．社会的支援については，ソーシャルワーカーは，いずれの職種と比
較しても，上司の支援が高く，同僚からの支援は，ケアマネージャーと比較して高かった．
その他のストレッサーおよびストレス反応からは，統計学的な差はみられなかった．
コーピングでは，「積極的な問題解決」が，職種間において差がみられた．ケアワーカーは，
ソーシャルワーカーより「積極的な問題解決」を図る傾向が低い，といった結果が得られた．
図３～図５は、ストレッサー，緩衝要因，コーピングの職種間比較をグラフ化したものであ
る．
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３）業務特性（追加調査）の職種間比較
次に，筆者が追加調査を行った結果について報告する．表３と表４は，職種間で統計学的に
差がみられた項目についてのみをまとめたものである．表３は，業務特性と職種の一元配置分
析による記述統計で，表４の分散分析の結果，Ｂ－２「能力に適した仕事の量である」とＢ－
４「仕事内容・労働量に見合った人材の確保が得られている」，Ｂ－10「連携を必要とする他職
種・他機関との関係は良好である」について有意差がみられた（p＜0.05）．表５に示すように，
その後の多重比較では，「能力に適した仕事の量である」については，ソーシャルワーカーとケ
アワーカーは，ケアマネージャーと比較して平均値が高かった．「仕事内容・労働量に見合った
人材の確保が得られている」については，保育士はどの職種よりも低く，労働量に見合う人材
の確保について満足しているとはいえない．また，「連携を必要とする他職種・他機関との関係
は良好である」では，ソーシャルワーカーは，保育士やケアワーカーよりそのように感じてい
る値が高く，ケアマネージャーも保育士より高いといった結果であった．
４）ストレッサー・業務特性とストレス反応の相関分析
ここでは，ストレス反応である職務満足感，抑うつ，身体的自覚症状とストレッサー，およ
び業務特性との相関分析の結果について述べる．
表６に示すように，ストレッサーとストレス反応の相関分析からは，次のことがいえる．職
務満足度は，グループ間の対人葛藤や役割葛藤，役割の曖昧さ，物理的な環境の悪さや業務上
の危険との相関がみられ，それらが高いと低くなるという結果であった．また，上司の社会的
支援が高ければ，職務満足度も高い．抑うつに関しては，量的労働負荷やグループ内・間の対
人葛藤，役割葛藤，役割の曖昧さ，物理的環境，業務上の危険との相関がみられ，それらが高
ければ抑うつも高い．反対に，社会的支援（上司，同僚，家族・友人）や自尊心が高いと抑う
つは低い．さらに，身体的自覚症状では，量的労働負荷やグループ内・間の対人葛藤，役割葛
藤，物理的環境，業務上の危険との相関が高く，それらが高ければ身体的自覚症状も高い．ま
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た，自尊心が高ければ，身体的自覚症状は低いという結果であった．
次に，表７の業務特性とストレス反応の相関分析からは，「仕事の内容はお客様（サービス利
用者）に対して，身体・精神面へ悪い影響を及ぼす可能性はない」以外，すべての項目におい
て，職務満足度との相関がみられた．また，仕事内容が自己の適正に合っていること，能力に
適した仕事量であり，仕事内容や仕事の量に見合う人材と賃金の確保が得られていること，自
己の能力が発揮される環境で，職場からの評価が高く，利用者との関係性が良好であれば抑う
つが低いということがいえる．また，仕事の負担が増えれば抑うつは高い傾向にある．身体的
自覚症状では，仕事内容や労働量に見合う賃金の確保が得られていれば低く，仕事の内容がお
客様（サービス利用者）に対して，身体・精神面へ悪い影響を及ぼす可能性が少ないほど，低
いという結果であった．さらに，仕事の負担が増せば，身体的自覚症状は高くなるという結果
であった．
３．考察および結論
今回の結果からは，職場ストレスとコーピングについて，部分的ではあるが職種間において
違いがあることが示唆された．仕事のストレッサーでは，仕事のコントロール・役割葛藤・雇
用機会が，緩衝要因としては上司・同僚の社会的支援に，また，コーピングでは，「積極的な問
題解決」で職種間に違いがみられた．
さらに，追加調査の業務特性の相関分析においても，必要な人材の確保・能力に適した仕事
の量・連携を必要とする他職種や他機関との関係性などが，職種によって違いがみられた．
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職業性ストレスでは，仕事のストレッサーが労働者のストレス反応に影響し，ストレス反応
は長期的に疾病へと進展する可能性があるとされている．また，「仕事の要求度－コントロール－
社会的支援モデル」（Johnson＆Hall）iiiでは，上司，同僚からの支援がなく孤立しストレスが高
いと疾病に移行する確立は高まるとしている．
このモデルからいえば，ケアワーカーの，仕事のコントロールの低さ，ソーシャルワーカー
以外の職種については，社会的支援の低さをいかに高め，ストレス軽減を図るかが課題となる．
また，コーピングについては，ケアワーカーのコーピングスタイルとして，「積極的な問題解決」
を図る傾向は高いのではないかといった予測に反してその傾向は低く，この原因についても考
えていく必要がある．
一方で，ストレス反応に関しては，職種間の差はみられないが，筆者がすでに実施した調査
の分析結果ivでは，他の職域（医療・その他の対人サービス）の従事者と福祉従事者を比較した
ところ，医療・福祉従事者の抑うつは高いといった結果が出ており，社会福祉従事者全体に対
する，抑うつの軽減策として，量的労働負荷やグループ内・間の対人葛藤，役割葛藤，役割の
曖昧さ，物理的環境，業務上の危険への配慮と，社会的支援の向上が課題となると考える．
また，ストレッサーとストレスとの関連を分析したところ，次の要因が，ストレス反応に影
響していることが示唆された．社会福祉従事者全体では，職務満足度は，グループ間の対人葛
藤や役割葛藤，役割の曖昧さ，物理的な環境の悪さや業務上の危険が高いと低く，上司の社会
的支援が高ければ職務満足度も高い．抑うつは，量的労働負荷やグループ内・間の対人葛藤，
役割葛藤，役割の曖昧さ，物理的環境，業務上の危険が高ければ高く，社会的支援（上司，同
僚，家族・友人）や自尊心が高いと低いという結果であった．身体的自覚症状は，量的労働負
荷やグループ内・間の対人葛藤，役割葛藤，物理的環境，業務上の危険が高ければ高く，自尊
心が高ければ低いという結果であった．
さらに，ストレス反応と追加調査の業務特性の相関分析では，働きがい・必要な人材の確保・
労働にみあう賃金・仕事の適正・自己能力の評価・社会的評価・利用者との関係性など，さま
ざまな要因が職務満足度に影響を与えることが示唆された．その中でも特に，「働きがいを感じ
る仕事である」「仕事内容は自分に適したものである」「能力を十分に発揮できる職場環境であ
る」については，高い相関を示した．これは，近年着目されている「努力－報酬不均衡モデル」
（Siegrist）vが,高努力／低報酬状態をストレスフルと説明しており，この側面からも検討する必
要があると考える．
今後は，ストレッサーとストレス反応との関連に関与する要因分析を継続させ，さらに研究
を深めていきたい．
最後に，研究の限界として，職種によって被調査者の人数割合にばらつきがあることと，横
断的な調査・研究のため，調査結果から因果関係について明確に述べることは困難であること
をつけ加える．
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